


（3）女性が識業を持つことについて
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【今回調査】　　女性
（N＝784）

男性
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【H15年調査】　女性
（N＝741）

男性
（N＝567）
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職業を持ち、結婚や出産後も仕事を続ける

啓女性が職業を持

「いったん退職し、

も、「職業を持ち、 変も仕事を続

鵬　いったん退職し、育児終了後再び職業を持つ

［　　　【結婚を機会に家庭に入り、あとは職業を持たない

韻群舞群窮　出産を機会に家庭に入り、あとは職業を持たない

轟潮　女性は職業を持たない方がよい

その他

わからない

無回答

「職業を持ち、結婚

くなっています。前回（

加しています。

麦も仕事を続ける」や

15年）調査と比較して

（弔女性が仕事を続けるために必要と思うこと
0．0％　　　　　20．0％　　　　40．0％　　　　60．0％　　　　80．0％　　　100．0％

女性が働くことに対し、家族や周囲の
理解と協力があること

保育施設や介護施設を充実すること

育児や介護などの休暇制度の充実や休暇が
取りやすい職場環境であること

職場に結婚・出産した女性が働きやすい
雰囲気があること

育児や介護で退職しても同一の職場に
再雇用される制度があること

給与などで男女間格差をなくすこと

技術・知識の習得や資格を取得すること

女性自身の意識改革

「男は仕事、女は家庭」という性別での役割分担意識
の解消

その他

㊨女性が仕事を続けるために必要と思うことについては、男女とも同じような傾向を示』でおり、家

族や周囲の理解・協力のほか、育児や介護などに対する制度や施設の充実を求める憲発が多くなっ

ています。また、「女性自身の意識改革」を除くいずれの項目も、女性のほうが多くなっています。



20．0％　　　　　　　　40．0％　　　　　　　　60．0％

（5）DV種族の有無

1身体的暴力を受けた

2心理的・精神的暴力を受けた

3性的暴力を受けた

4経済的暴力を受けた

5社会的暴力を受けた

（N＝1，020）

80．0％　　　　　　　100．0％

繁盛　　　　　　　　　92490　　　　　　　　　　　5700

腰諜00　　　　　　　　　　93200　　　　　　　　　　　　560′。

華薫1、2度あった　潔匿何度もあった闊なかった麗無回答

1身体的暴力を受けた

2心理的・精神的暴力を受けた

3性的暴力を受けた

4金銭的な依存や強要を受けた

5社会的暴力を受けた

攣撼　　　40800　　　　　　　　34000　　　　　　24000

■警粟　　　38500　　　　　　　　34300　　　　　　23扇Do

讐宅300　　　41100　　　　　　　　33190　　　　　　240qo

棄欝1、2度あった萄韓何度もあった≡全くない蔓箋交際相手はいない（いなかった）楽音無回答

（7）男性が参画していくために必要な事項
0．0％　　100％　　　20．0％　　　30．0％

男女の役割分担についての社会通念や慣習を改めること

仕事と家庭の両立を支援するための情報提供・相談体制を
整備すること

企業において、労働時間の短縮や育児休業・介護休業の
利用しやすい環境をつくること

夫婦等の問で家事などの分担をするように十分話し合うこと

家事などを男女で分担するようなしつけや育て方をすること

男性の仕事中心の生き方、考え方を改めること

男性が家事や子育てなどに対する抵抗感をなくすこと

男性の生活的自立を促すように女性が協力すること

企男性が家事、子育てや介護などについての知識や方法を身に
つけること

男その他

わからない

40．0％　　　50．0％　　　60．0％



（引生駒市が力を入れていくべき施策

広報紙やパンフレットなどで男女の平等と相互の
理解や協力について啓発を行う

学校教育や生涯学習の場で男女平等についての
学習を充実する

男性の生活面での自立や家事、地域活動への
参加意識を高める

保育、介護の施設・サービスを充実する

審議会や委員会など、市の政策や方針決定の場へ
女性を積極的に起用する

各種団体の女性リーダーを養成する

市民の声を聞きながら、市と市民が協働して
問題解決にあたる

市民ネットワークの構築を促進する

女性の就労機会を増やしたり、新しい分野への
女性の進出を促進するための職業教育を充実する

雇用や職場における男女の賃金格差の是正や女性の
労働条件の改善を促進する

ドメスティック・バイオレンスなど女性に対する
暴力を根絶する

特にない

その他

わからない

0．0％　　　　10．0％　　　　20．0％　　　　30．0％　　　　40．0％　　　　50．0％
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（1）関心のある人権問題や身近にある人権問題
0．0％　　　10．0％　　　　　20．0％　　　　30．0％　　　　40．0％　　　　50．0％

（N＝1，401）

女性に関する問題

子どもに関する問題

高齢者に関する問題

障がい者に関する問題

同和問題

外国人に関する問題

職場（※パワーハラスメント等）での問題

非正規雇用など雇用形態の問題

ワーキングプアの問題

HlV感染者、ハンセン病回復者等に関する問題

刑を終えて出所した人とその家族に関する問題

犯罪被害者とその家族に関する問題

性同一性障がい者に関する問題

プライバシー保護に関する問題

インターネットを悪用した人権侵害に関する問題

性的指向に関する問題

北朝鮮当局による拉致問題

その他

権問題では、F高

害に関する問題

題ヨといった雇用や就労に開音

こある人権問題では、「高

問題来「障がい者に関する

に関する問題」、「インターネッ

ヨ形態の問題」や「ワーキングプ

どもに関する問題」、「非正規雇用

措‖式権jを身近に感じるか

0．0％

女性（N＝784）

男性（N＝573）

20．0％

こ上がっています。

40．0％ 60．0％ 80．0％ 100．0％

非常に身近に感じる 轟身近に感じる　　　費鶉覿あまり身近に感じない

まったく身近に感じない肇半群どちらともいえない 無回答

啓F淡権ということをどの程度身近に感じているかでは、男女とも「あまり身近に感

程度で最も多く、「身近に感じる」という人（「非常に身近に感じる」と「身近に感じ

割程度となっています。

悪
問



く3）人権侵害を受けた経験

今回調査

（N＝1，401）

H16年調査

（N＝1，996）

【今回調査・性別】
女性（N＝784）

男性（N＝573）

昏最近

ポイ

ぁる　漂鍔寮ない　肇串酵わからない　礫辞軽無回答

開署Å権侵害を受けた経験は、「ある」が10・3％

減少し凱條す渦別にみると、「ある」酎女性

ています。

捕受けた人権侵害の内容
0．0％10．0％　　20・0％　30・0％

うわさをたてられたり、悪口、
かげロをいわれたりした

役所や警察など、公的機関で
不当な扱いを受けた

権利の行使を妨害された

責任や義務のないことを
やらされた

犯罪や不法行為のぬれぎぬを
着せられた

地域社会で仲間はずれにされた

40．0％　　50．0％

33．8％

【今回調査・性別】
0．0％　10．0％　　20・0％　30・0％

うわさをたてられたり、悪口、
かげロをいわれたりした

役所や警察など、公的機関で
不当な扱いを受けた

権利の行使を妨害された

責任や義務のないことを
やらされた

犯罪や不法行為のぬれぎぬを
着せられた

地域社会で仲間はずれにされた

40．0％　　50．0％

34．4％

35．4％

アパートなどの住宅への入居を
断られた

学校でいじめられたり、
仲間はずれにされた

身近な人から暴力や虐待を
受けた

働いている場で雇用主や上司
などから不当な待遇を受けた

就職のとき、差別的な扱いを
受けた

社会福祉施設等で不当な扱いを
受けた

プライバシーを侵害された

ストーカーやつきまといを
受けた

性的いやがらせを受けた

その他

覚えていない

42．1％

鱒諾莞）
H16年調査
（N＝367）

ァパートなどの住宅への入居を
断られた

学校でいじめられたり、
仲間はずれにされた

身近な人から暴力や虐待を
受けた

働いている場で雇用主や上司
などから不当な待遇を受けた

就職のとき、差別的な扱いを
受けた

社会福祉施設等で不当な扱いを
受けた

プライバシーを侵害された

ストーカーやつきまといを
受けた

性的いやがらせを受けた

その他

覚えていない

⑳受けた人権侵害の内容で一番多いのは、「働いている場で雇用主－　　　　⊥　一　」　　　　「

12，2％

14．6％

8．9％

40．0％

43．8％

磯女性（N＝90）

男性（N＝48）

0．0％

0．0％

J　くi⊥　⊥′　′ヽ－′　、　t】－1－【－－■■　　■　’　－　【

た風前画調査の27・0％から42・1％へ増加しています0また詳うわ＿　1、．1．1　　＿一二＝lI　一一　二土■－
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韮葦だをあげています0
また、割合では少ないですが、女性酎地域社会で仲間はずれにされた潮ス巨万一筆つきまとl　　　　　　⊥

し寺を受けた」「性的いやがらせ夜襲
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